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1.　緒　　　　言
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・ 大型化による質量，艤
ぎ

装，整備性の問題やエン大による ヹゾヹぬ俐成倨考慮したㇽわ叀𠬝ナミ劺 の 珂∵，永
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式会社の工程評価を受けてシステム構築を進めている．
これらの技術は大容量電動機／発電機の実用化開発のス
テップアップとして，かつ，航空機内で使用される中小型
電動機への適用拡大も見越し，小型モデルによる段階的な
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ルを設計想定し，超小型のガス軸受を新たに開発し適用し
ている．
今後はさらに大型のパワーモジュールへの適用を目指し
た研究開発によって，大容量発電システムへの分散空冷適
用による排熱効率化に貢献する．

3. 2　電動燃料システム
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り扱う電動機はモータと発電機の両面をもつため，空力舵
面からのパワーバックが，エネルギー回生として電流を電
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